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2021 年度 第 1 回 6 月 

東大本番レベル模試 

日本史・採点基準 

◆共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものはアミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下線□□で，

それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >内に示した事項に内容が反して

いないかを確認する）。例外的対応などについては※で示してある。 
２．歴史用語等（太字で表示）についての誤字，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ表記，漢数字を含む用語（語句）

への算用数字をもちいた表記は，それが加点要素に直接関係する場合，漢字1文字分につき１点減点とするが，脱字，当

て字のある歴史用語等の表記は，非加点。同一語句・文字がくりかえし誤っている場合は，それぞれを減点の対象とする

のではなく，まとめて１点減点とする。加点要素とは直接関係しない箇所に誤字があった場合，減点しない。 
３．制限字数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

４．設問によっては加点要素の合計が配点を超えている場合がある。ただし，各問とも配点を満点としてこれを超える得点

は与えない。 
 
◆論述問題・採点基準上の記号◆ 
１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案上に明示されていなくても良い 

２.<    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案上に明示されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 
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第１問 改新の詔と律令の継受 

◆加点要素の合計点２５点→１５点満点◆ 

 

Ａ 

◆加点要素の合計点１０点→６点満点◆ 

◎木簡によって明らかにされたこと 

a <行政単位の>評が変更されたこと ………２点以内 

b <行政単位が>郡に変更されたこと ………２点以内 

◎８世紀前半に成立した正史 

c 『日本書紀』 ………２点以内 

d 改新の詔が示されている ………２点以内 

e <孝徳朝で出された詔の内容が>潤色されていると考えられている ………２点以内 

 

Ｂ 

◆加点要素の合計点１５点→９点満点◆ 

◎７世紀後半に成立した令①(先行) 

a 近江令 ………１点以内 

b 天智朝〔天智天皇の時代〕における法 ………１点以内 

◎７世紀後半に成立した令②(後発) 

c 飛鳥浄御原令 ………１点以内 

d <編纂着手の点で>天武朝〔天武天皇の時代〕における法 ………１点以内 

e <施行の点で>持統朝〔持統天皇の時代〕における法 ………１点以内 

◎７世紀後半に成立した令 

f 唐以前の律令を継受した法 ………１点以内 

g 律令に倣った朝鮮半島の制度を継受した法 ………２点以内 

h 律令を選択的に継受した法 ………１点以内 

i 単行法の集成 ………１点以内 

◎８世紀初頭に成立した律令 
j 大宝律令 ………１点以内 

k 文武朝〔文武天皇の時代〕における法 ………１点以内 

l 唐の律令を体系的に継受した法典 ………３点以内 
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第２問 鎌倉幕府による軍事・警察権の伸長 

◆加点要素の合計点２４点→１５点満点◆ 

 

Ａ 

◆加点要素の合計点１０点→６点満点◆ 

◎源頼朝 

a 守護・地頭を設置する権限を得た ………３点以内 

b 西国の支配は不十分だった ………２点以内 

◎「兵乱」 

c 承久の乱 ………２点以内 

◎「兵乱」後の鎌倉幕府 

d 全国の悪党を鎮定する存在を自認した ………３点以内 

 

Ｂ 

◆加点要素の合計点４点→３点満点◆ 

◎朝廷監視を担った幕府の機関 

a 六波羅探題 ………２点以内 

b 本所一円地を幕府の管轄外地域であると認識していた ………２点以内 

 

Ｃ 

◆加点要素の合計点１０点→６点満点◆ 

◎幕府 

a 蒙古の襲来に直面した ………２点以内 

b <「対外戦争」に>非御家人を動員した ………３点以内 

◎「対外戦争」後の荘園領主 

c <荘園に対する>幕府の干渉を回避できないと判断した ………２点以内 

d <荘園経営において>幕府の軍事力を利用する方針をとった ………３点以内 
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第３問 海上交通網の整備と海運輸送勢力の推移 

◆加点要素の合計点２５点→１５点満点◆ 

 
Ａ 

◆加点要素の合計点４点→３点満点◆ 

◎海上交通網 

a 東廻り海運が整備された ………１点以内 

b 西廻り海運が整備された ………１点以内 

c 河村瑞賢によって整備された ………２点以内 

 

Ｂ 

◆加点要素の合計点２１点→１２点満点◆ 

◎多様な荷を積んだ「従来の廻船」 

a 菱垣廻船 ………２点以内 

◎酒荷を積んだ「従来の廻船」 

b 樽廻船 ………２点以内 

c <競合では>安価で荷役が速かったことで優勢だった ………３点以内 

◎「従来の廻船」 

d 南海路を運航する定期船だった ………２点以内 

e 運賃で利益を得た ………１点以内 

◎「新興海運勢力」 

f 北前船 ………２点以内 

g 内海船 ………２点以内 

h 遠隔地を結んだ不定期船だった ………２点以内 

i 買積方式で利益を得た ………１点以内 

◎「新興海運勢力」発達の背景 

j 天明の飢饉 ………１点以内 

k 御蔭参りの流行 ………１点以内 

l 天保の飢饉 ………１点以内 

m 地域間に価格差が生じていた ………１点以内 
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第４問 軍の創設と軍の台頭 

◆加点要素の合計点２５点→１５点満点◆ 

 

Ａ 

◆加点要素の合計点１３点→８点満点◆ 

◎(1)の人物 

a 山県有朋 ………２点以内 

b <幕末期に>長州藩で志願兵が参加した部隊を指揮した ………２点以内 

c <幕末期に>奇兵隊を指揮した ………２点以内 

◎(1)の人物の当初における軍隊の構想 

d 士族中心の軍隊 ………１点以内 

e 四民平等の精神に反するとされた ………２点以内 

◎(1)の人物が整備した軍隊制度 

f 徴兵制 ………２点以内 

g 国民皆兵の理念に沿ったものだった ………２点以内 

 

Ｂ 

◆加点要素の合計点１２点→７点満点◆ 

◎軍令権 

a 統帥権 ………２点以内 

b 内閣から独立して天皇に直属する権限 ………２点以内 

c <実質的には>参謀本部や(海軍)軍令部が行使した ………２点以内 

◎軍への政党の影響力を阻む制度 

d 軍部大臣現役武官制 ………２点以内 

e 第２次山県(有朋)内閣のときに定められた ………２点以内 

f 内閣の成立や存立に影響を与えた ………２点以内 

 


